
今月の主な内容 今月の表紙
『きみの夏祭り　納涼花火大会』

8月15日、第13回きみの夏祭りが文化

センターの木の温もり広場で開かれ、多

くの家族連れが盆踊りや花火大会などを

楽しみました。
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※
団
体
催
し
コ
ー
ナ
ー
に
出
店
を
希
望
さ
れ

る
団
体
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
10
月
に
回
覧
い
た
し
ま
す
。）

※
厚
生
病
院
～
文
化
セ
ン
タ
ー
間
に
送
迎
バ

ス
を
ご
用
意
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

紀
美
野
町
農
林
商
工
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
産
業
課
内
）

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

附
属
看
護
専
門
学
校　

学
校
祭
の
お
知
ら
せ

『H
eart to H

eart　

～
一
期
一
会
～
』

を
テ
ー
マ
に
看
護
専
門
学
校
の
学
生
た
ち
が

日
頃
の
感
謝
と
笑
顔
を
お
届
け
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
29
日
（
土
）
10
時
～
15
時

■
場
所　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

附
属
看
護
専
門
学
校
内

■
主
な
内
容　
　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
模
擬
店
、
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
展
示
、
舞

台
発
表
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

附
属
看
護
専
門
学
校　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
８
５
０
０

運
行
し
ま
す
。

新
規
区
間
に
は
、
新
た
に
５
つ
の
停
留
所

を
設
け
ま
す
。「
登
山
口
」
出
発
後
、「
野
上

中
学
校
前
」「
く
す
の
き
公
園
西
」、「
下
佐
々

南
」、「
龍
光
寺
橋
」、「
大
成
校
舎
前
」
と
な

り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

大
十
バ
ス
株
式
会
社

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
７
５
１

第
13
回
紀
美
野
町

農
林
商
工
ま
つ
り

開
催
に
つ
い
て

「
心
を
ひ
と
つ
に
町
づ
く
り
、
活
気
の
あ

る
町
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
紀
美
野

町
農
林
商
工
振
興
の
た
め
、
地
産
地
消
を
推

進
す
る
と
共
に
食
の
安
全
を
追
求
し
、
地
域

の
活
性
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

ご
家
族
、ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
18
日
（
日
）
９
時
～
15
時

※
９
時
～
セ
レ
モ
ニ
ー
、
９
時
30
分
～
販
売

開
始
で
す
。

■
場
所　

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
木
の
温
も
り
広
場
）

■
主
催　

紀
美
野
町
農
林
商
工
ま
つ
り

実
行
委
員
会

■
催
事

・
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

・
農
産
物
展
示
品
評
会
お
よ
び

公
開
予
約
入
札

・
参
画
団
体
催
し
コ
ー
ナ
ー

の
設
置

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

・
餅
ま
き

※
農
産
物
展
示
品
評
会
に
出
展
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
詳
細
は
11
月
に
回
覧
い
た
し
ま
す
。）

大
十
バ
ス
よ
り　

オ
レ
ン
ジ
バ
ス

運
行
経
路
変
更
の
お
知
ら
せ

平
素
よ
り
オ
レ
ン
ジ
バ
ス
を
ご
愛
顧
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

成
６
年
４
月
よ
り
運
行
し
て
ま
い
り
ま
し

た
オ
レ
ン
ジ
バ
ス
の
運
行
経
路
を
平
成
30
年

10
月
よ
り
変
更
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

図
の
と
お
り
、「
登
山
口
」
出
発
後
、
国
道

３
７
０
号
線
を
運
行
し
、「
曲
谷
」
に
て
既

存
の
経
路
と
合
流
し
、「
海
南
駅
前
」
ま
で

くすのき公園西

大成校舎前

龍光寺橋

野上中学校前

下佐々南

登山口
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ご
み
の
分
別
・
出
し
方
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
一
部
修
正
に
つ
い
て

ご
み
の
分
別
・
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

つ
い
て
一
部
修
正
が
あ
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
し
て
誠
に
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
手
書
き
等
に
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
修
正
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
ご

み
の
分
別
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

19 ページ「懐中電灯」の欄
分類 指定袋等の種類

正 スチール缶・アル
ミ缶・金属類

リサイクルごみ専
用袋

誤 もやすごみ もやすごみ専用袋

21 ページ「クレヨン・クレパス」の欄
分類 指定袋等の種類

正 もやすごみ もやすごみ専用袋

誤 粗大ごみ 切　符

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募

集
中
で
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
家
庭
や

会
社
・
事
業
所
・
役
場
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
を
有
償
で
引
き
受
け
、
60
歳
以
上

の
会
員
さ
ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

会
員
さ
ん
は
、
自
分
の
希
望
で
、
経
験
や

能
力
を
生
か
し
た
仕
事
が
で
き
ま
す
。

特
に
剪
定
（
せ
ん
て
い
）
班
と
除
草
班
が

不
足
し
て
い
ま
す
。

剪
定
班
は
、
２
人
～
５
人
の
班
で
お
庭
の

木
々
の
剪
定
を
す
る
仕
事
を
し
ま
す
。
経
験

が
な
く
て
も
、
ヤ
ル
気
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
で

す
。
剪
定
の
技
術
を
教
え
ま
す
。

除
草
班
は
、
草
刈
り
機
を
使
う
会
員
と
手

取
り
鎌
を
使
う
会
員
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

作
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
行
う
場
合
と
、
一
緒

に
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
会
説
明
会

は
、
紀
美
野
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
務
所
（
紀

美
野
町
役
場
美
里

支
所
１
階
）
に
お

い
て
毎
月
第
３
木

曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
週
）
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
７

健
康
推
進
員
「
健
康
レ
ポ
ー
ト
」

九
鬼　

孝
哉
さ
ん

私
の
健
康
づ

く
り
体
験
に
つ

い
て
報
告
し
ま

す
。私

は
、
会
社

を
退
職
前
か
ら

『
物
忘
れ
』
に
つ
い
て
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、保
健
福
祉
課
の
「
脳
ト
レ
教
室
」

を
知
り
、
参
加
し
ま
し
た
。
教
室
で
は
、
８

回
の
講
座
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
行
い
ま

し
た
。
脳
ト
レ
教
室
終
了
後
は
、「
脳
ト
レ

Ｏ
Ｂ
の
会
」を
始
め
、月
１
回
、「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
」「
ぬ
り
え
」「
新
聞
の
コ
ラ
ム
の
書
き
写

し
」「
四
則
計
算
」
等
の
脳
ト
レ
に
一
生
懸

命
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
約
８
年
続
き
ま
し

た
が
、
参
加
人
数
が
減
り
、
昨
年
３
月
で
会

を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
は
、
参
加

さ
れ
た
方
々
と
、
文
通
を
し
、
健
康
な
日
々

を
過
ご
さ
れ
て
い
る
か
等
の
近
況
報
告
を
し

な
が
ら
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
脳
ト
レ
教
室
に
参
加
さ
れ
た

方
か
ら
、
か
し
こ
荘
で
週
１
回
行
っ
て
い

る
「
転
ば
ん
塾
」
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
、
自

宅
か
ら
近
い
の
で
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
健
康
体
操
・
ラ
ジ
オ
体
操
・
ス
テ
ッ
プ

運
動
等
を
行
い
ま
す
。元
気
に
体
を
動
か
し
、

休
憩
を
し
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん

だ
り
も
し
ま
す
。
現
在
は
、月
２
回
（
第
１
・

３
月
曜
日
）
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
気
軽
に
、
楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。国

保
野
上
厚
生
総
合
病
院
だ
よ
り

平
成
30
年
９
月
号

今
年
の
４
月
よ
り
、
国
保
野
上
厚
生
総
合

病
院
の
内
科
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
和
歌

山
県
立
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
研
修
医
を
経

て
、
医
師
３
年
目
の
永
井
早
紀
で
す
。

紀
美
野
町
に
は
今
回
赴
任
後
に
初
め
て
訪

れ
ま
し
た
が
、
美
し
い
山
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
風
景
に
癒
さ
れ
、
患
者
さ
ん
や
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
も
温
か
く
迎
え
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
過
ご
し
や
す
い
環
境
で
あ
る

こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
経
験
が
浅
く
、
至
ら
ぬ
点
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

協働
　共助

内科医師

永
な が い

井　早
さ き

紀

九鬼 孝哉さん
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こ
の
た
び
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た

「
ワ
ー
ル
ド
セ
ー
リ
ン
グ
デ
ン
マ
ー
ク
大

会
」
に
、
野
上
中
学
校
３
年
生
の
唐
門
紘
君

が
、
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
６

月
に
三
重
県
で
行
わ
れ
た
日
本
代
表
選
考
会

に
お
い
て
、
大
人
に
混
じ
っ
て
堂
々
の
優
勝

を
果
た
し
、
男
女
１
人
ず
つ
の
出
場
枠
を
獲

得
し
た
も
の
で
す
。

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
と
は
、
自
由
に
操
作
で

き
る
カ
イ
ト
（
凧
）
に
風
を
受
け
、
そ
の
牽

引
力
で
海
上
を
滑
走
し
、
タ
イ
ム
や
ジ
ャ
ン

プ
な
ど
の
技
を
競
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。

８
月
４
日
和
歌
山
県
消
防
学
校
に
お
い

て
、
第
27
回
和
歌
山
県
消
防
操
法
大
会
が
開

催
さ
れ
、
本
町
か
ら
第
５
分
団
（
長
谷
地

区
）
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
士
気
の

高
揚
と
消
防
技
術
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
、

２
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
町
長
、
議
会
議
長
、
団
長
他
団

幹
部
、
第
５
分
団
員
ら
関
係
者
多
数
が
見
守

る
な
か
、
出
場
15
団
体
中
、
６
番
目
に
競
技

を
行
い
、
機
敏
な
動
作
で
規
律
あ
る
操
法
を

行
う
と
と
も
に
好
タ
イ
ム
で
競
技
を
終
え
ま

８
月
２
日
、
か
じ
か
荘
裏
の
貴
志
川
で
貴

志
川
漁
業
協
同
組
合
（
木
元
組
合
長
）
主
催

の
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会
が
開
か
れ
、
町

内
の
こ
ど
も
園
・
保
育
所
の
年
長
児
が
招
待

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
組
合
が
子
ど
も

た
ち
に
ア
ユ
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

川
に
張
ら
れ
た
網
の
中
に
は
、
ア
ユ
約

４
０
０
匹
が
放
さ
れ
、
園
児
た
ち
は
元
気
に

泳
ぐ
ア
ユ
を
追
い
か
け
、
素
手
で
つ
か
ん
だ

り
、
網
で
す
く
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
つ

か
み
取
り
の
後
は
、
用
意
さ
れ
た
ア
ユ
の
塩

焼
き
を
み
ん
な
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。

園
児
た
ち
は
「
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
る
～
！
ア

ユ
つ
か
み
楽
し
い
！
」
、
「
初
め
て
食
べ
る

ア
ユ
、
す
ご
く
お
い
し
い
よ
！
」
と
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
ま
で
み
ん
な
笑

顔
で
、
園
児
た
ち
に
と
っ
て
、
夏
の
楽
し
い

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
約
３
か
月
に
お
よ
ぶ
猛

訓
練
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
５
位
入

賞
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
、
会
場

内
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

出
場
さ
れ
た
選
手
は
、
山
下 

耕
平
氏
、

中
屋 

侑
大
氏
、
中
屋 

知
紀
氏
、
東 

隆
史

氏
、
土
井 

直
希
氏
、
以
上
の
方
々
で
す
。

出
場
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
支
援
・
応
援

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
団
員
の
皆
さ
ん
、
暑
い

な
か
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

平
成
30
年
和
歌
山
県
１
０
０
年
企
業
表
彰

に
株
式
会
社
桑
添
民
之
助
商
店
（
紀
美
野
町

動
木
）
が
選
ば
れ
、
７
月
31
日
に
和
歌
山
市

の
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
に
て
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
桑
添
民
之
助
商
店
の
創
業
は
明

治
25
年(

１
８
９
２
年)

か
ら
１
２
６
年
の
長

き
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
和
歌
山
県
知

事
よ
り
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

唐
門
紘
君
（
野
上
中
３
年
）
が

セ
ー
リ
ン
グ
世
界
大
会
に
出
場

第
27
回　

和
歌
山
県
消
防
操
法
大
会

紀
美
野
町
消
防
団
第
５
分
団　

５
位
入
賞

は
じ
め
て
の
体
験
に
大
喜
び
！

町
内
園
児
の
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り

和
歌
山
県
１
０
０
年
企
業
表
彰
を
受
賞

【
桑
添
民
之
助
商
店
】
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具
、
カ
メ
ラ
等　

■
申
込
締
切　

９
月
28
日
（
金
）
17
時

（
定
員
を
超
え
次
第
受
付
は
終
了
し
ま
す
。）

■
主
催　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

紀
美
野
史
発
見
部
会

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

今
回
の
「
み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の
」

は
、
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
学
術
専
門
員
中

屋
志
津
男
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
紀
美
野

町
の
地
域
環
境
を
地
学
的
観
点
か
ら
現
地
を

歩
き
な
が
ら
探
り
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
と
地
域
環
境
」

■
内
容　

①
小
倉
郷
の
地
滑
り
地
地
形
、
黒
沢
山
の

蛇
紋
岩
地
と
そ
の
植
生

※
山
道
を
約
１
時
間
30
分
歩
い
て
、
観
察

し
ま
す
。

②
真
国
川
谷
の
地
形
、
真
国
川
と
水
田

■
日
時　

９
月
30
日
（
日
） 

９
時
～
16
時

（
受
付
８
時
30
分
～
）

※
荒
天
の
場
合
は
延
期
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
当
日
朝
連
絡
し
ま
す

■
集
合　

紀
美
野
町
役
場
本
庁
駐
車
場

（
観
察
地
へ
バ
ス
移
動
し
ま
す
。
）

■
講
師　

中
屋 

志
津
男 

氏

〔
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
学
術
専
門
員
〕

■
定
員　

25
人
（
申
込
先
着
順
）　

■
参
加
費　

５
０
０
円　

当
日
集
金
し
ま
す
。

（
保
険
料
含
む
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
お
茶
付
）

■
服
装

　

長
袖
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
歩
き
や
す
い
靴

■
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
筆
記

■
勤
務
場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
内

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
７

■
募
集
職
種　

臨
時
調
理
職
員

■
募
集
人
員　

若
干
人

■
勤
務
時
間　

早
出
・
日
勤
・
遅
出

※
月
額
職
員
登
用
後
は
、
日
勤
・
宿
直
勤
務

有
り
。

■
賃
金
・
待
遇　

日
額
６
，
５
０
０
円

別
途
、
通
勤
手
当
・
時
間
外
勤
務
手
当
・

休
日
勤
務
手
当
・
宿
日
直
手
当
（
月
額
職

員
登
用
後
）
、
社
会
保
険
完
備
、
退
職
金

制
度
、
昇
給
制
度
有
り

※
６
か
月
経
過
後
に
月
額
職
員
に
登
用
の

途
有
り
。

　
　

月
額
１
５
０
，
０
０
０
円
～

■
応
募
資
格　

特
に
問
わ
な
い
。

■
選
考
方
法　

面
接
試
験　
　

■
選
考
日　

随
時

■
申
込
方
法　

電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園事

務
局

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
６
３
１

対
象
年
齢
の
方
（
①
）
に
は
、
４
月
初
め

に
個
人
通
知
し
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て

接
種
を
受
け
て
肺
炎
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

■
平
成
30
年
度
の
対
象
者

①
平
成
30
年
度
内
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100
歳
に
な

る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
あ
っ
て
、
心

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方

■
自
己
負
担
金　

３
︐
０
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

■
接
種
期
間　
　

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で　

※
す
で
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
23
価
肺
炎

球
菌
莢
膜
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ

ン
）
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
費

用
助
成
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課　

予
防
接
種
担
当

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
応
募

に
際
し
て
は
入
居
資
格
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
企
画
管
財
課
お
よ
び
美
里

支
所
住
民
室
で
配
布
し
て
い
る
募
集
要
項
ま

た
は
紀
美
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

■
募
集
住
宅

①
下
佐
々
第
８
団
地
（
若
葉
団
地
）

１
０
１
号

（
紀
美
野
町
下
佐
々
８
６
６
番
地
１
）

【
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】

②
福
井
第
２
団
地
３
０
２
号

（
紀
美
野
町
福
井
２
２
０
番
地
１
）

【
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
３
Ｄ
Ｋ
】　

※
事
故
住
宅

■
募
集
期
間

　

９
月
５
日
（
水
）
～
19
日
（
水
）

17
時
15
分
必
着

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
、
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

企
画
管
財
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

町
営
住
宅
入
居
者
の
募
集
に
つ
い
て

み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の

【
番
外
編
】
の
ご
案
内

や
す
ら
ぎ
園
臨
時
調
理
職
員
募
集
に

つ
い
て

平
成
30
年
度　

成
人
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
・
募
集
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「
５
年
の
後
納
制
度
」
と
は
、
時
効
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険

料
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30

年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
受
付
日
か

ら
過
去
５
年
ま
で
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。
（
本
来
、
国
民
年
金
保
険

料
は
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
）
こ
の
制
度
を

利
用
す
れ
ば
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
や
、
納
付
期
間
が
不
足
し
た
こ
と
に
よ
り

年
金
の
受
給
が
で
き
な
い
方
が
年
金
受
給
資

格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。
（
繰
り
上
げ
受
給
者
の
方
も
含
み
ま

す
。
）

後
納
制
度
の
納
付
書
の
期
限
が
９
月
30
日

（
日
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
、
９
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、
年
金
事
務

所
で
申
し
込
み
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。詳

し
く
は
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
」（
℡ 

０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０
）

ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場
合
、
１
か

月
の
自
己
負
担
額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
方
を
対
象
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改

善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
を

強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー[

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル]

℡ 

０
１
２
０
‐
５
３
‐
０
０
０
６

（
通
話
無
料
）

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

　

和
歌
山
市
吹
上
２
丁
目
１
番
２
２
号

日
赤
会
館
９
階

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
は
国
が
全
国
に
設

置
す
る
無
料
の
経
営
相
談
所
で
す
。
県
内
振

興
局
で
の
定
期
的
な
出
張
相
談
会
に
加
え
、

皆
さ
ま
の
街
で
各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

経
験
・
知
見
を
活
か
し
た
様
々
な
講
座
を
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
支
援
機
関
の
皆
さ

ま
、
事
業
所
の
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

■
講
座
例

『
チ
ラ
シ
を
自
作
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
に
！

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日
現
在
で

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
住
戸
（
住
宅
及
び
住
宅
以

外
で
人
が
居
住
す
る
建
物
）
等
に
関
す
る
実

態
を
調
査
す
る
、
全
国
約
３
７
０
万
世
帯
の

方
々
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
地
域
の
世
帯
に
は
、

９
月
中
に
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
票
へ
の
ご
記
入
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
総
務
省
統
計
局
・
和
歌
山
県
・
紀
美
野
町
】

■
調
査
対
象
地
域　

小
畑
、
動
木
、
下
佐
々
、
柴
目
、
福
井
、
神
野
市

場
、樋
下
、三
尾
川
、中
、毛
原
上
の
各
一
部
地
域

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
管
財
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

知
っ
て
お
き
た
い
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
』

『
創
業
す
る
と
き
に
役
立
つ
資
金
計
画
＆

資
金
調
達
』等

詳
し
く
は
和
歌
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
条
件　

参
加
人
数
３
人
以
上

（
詳
細
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

（
公
財
）
わ
か
や
ま
産
業
振
興
財
団

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

℡ 

０
７
３
‐
４
３
３
‐
３
１
０
０

　
（https://yorozu-

w
akayam

a.jim
do.com

/

出
前
講
座/

）

30
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
が
対
象
の
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
申
請
受
付
は
９
月
28

日
（
金
）
ま
で
で
す
。
受
診
は
平
成
31
年
３

月
末
ま
で
で
す
が
、
医
療
機
関
の
受
付
状
況

に
よ
っ
て
は
、
予
約
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

な
お
、
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
な
い
方
は
、

集
団
健
診
・
個
別
健
診
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
「
紀
美
野
町

衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
」
（
４
月
各
戸
配
布
）
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

国
民
年
金
保
険
料
「
５
年
の
後
納
制
度
」

に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ま
へ　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
様
へ

《
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
申
請
受

付
終
了
が
迫
っ
て
い
ま
す
》

和
歌
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
よ
る

ミ
ニ
出
前
講
座
に
つ
い
て
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平
成
30
年
度
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
】　

★
こ
ど
も
園
・
保
育
所
開
放
の
ご
案
内

　

(

１
歳
児
～
）				






■
き
み
の
こ
ど
も
園

９
月
10
日
（
月
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
４
４

■
神
野
保
育
所

９
月
５
日
（
水
）
・
19
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
０
４
９	

★
遊
び
の
教
室
の
ご
案
内		



■
コ
ア
ラ
教
室
【
９
月
12
日
（
水
）
】

（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
）　

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ワ
イ
エ

■
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
【
９
月
26
日
（
水
）
】

（
生
後
５
か
月
～
１
年
６
か
月
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
ご
案
内

親
子
、
友
達
と
の
遊
び
場
と
し
て
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
は
休
み
）

（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

■
９
月
10
日
（
月
）
実
施　

・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ　

10
時
30
分
～

・
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談　

午
前
中

■
９
月
18
日
（
火
）
実
施

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う　

14
時
30
分
～	

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

★
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相
談

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み
の
こ

ど
も
園
、
神
野
保
育
所
で
も
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。	

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

【
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ
（
９
月
の
日
程
）
】

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

　
　
　
　
　

５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

（
乳
幼
児
の
相
談
、
離
乳
食
の
相
談
、
健

診
結
果
の
相
談 

等
）

保
健
師
・
栄
養
士
が
各
種
検
診
結
果
を
説

明
し
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
今

後
の
よ
り
よ
い
生
活
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

生
活
改
善
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
保
健
師
・

栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
母
子
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ
イ
ル

を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

※
ご
希
望
に
よ
り
血
圧
測
定
・
検
尿
・
体
脂

肪
測
定
・
骨
密
度
測
定
も
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　
【
健
康
づ
く
り
講
座
の
お
知
ら
せ
】

い
く
つ
に
な
っ
て
も
食
事
を
お
い
し
く
食

べ
る
た
め
、
今
一
度
健
康
と
食
事
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
の
教
室
の
内
容
は
、
栄
養
士
、
歯
科
衛

生
士
、
保
健
師
か
ら
の
講
話
と
調
理
実
習
で

す
。９月

の
予
定

■
日　

時　

９
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
13
時

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定　

員　

15
人

■
申
込
締
切　

９
月
12
日
（
水
）

■
用
意
す
る
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
食
材
料
費
３
０
０
円

■
９
月
の
講
座
内
容

・
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
予
防
す
る
食
生
活

・
お
口
の
「
歯
あ
わ
せ
体
操
」

・
調
理
実
習

（
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
か
ら
も
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

【
保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
福
祉
課
内
）

　

保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

■
平
日
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
） 

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０　
　

■
休
日
・
夜
間
（
17
時
15
分
以
降
）　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■
メ
ー
ル　

houkatu@
tow

n.kim
ino.lg.jp
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我
が
国
の
結
核
患
者
は
か
な
り
減
少
し
ま

し
た
が
、
毎
年
約
１
８
，
０
０
０
人
の
新
規

患
者
が
発
生
し
て
お
り
、
安
心
は
で
き
ま
せ

ん
。
結
核
は
、
結
核
菌
の
感
染
で
起
こ
り
ま

す
。
感
染
す
る
と
10
～
15
％
は
発
病
し
ま
す

が
、
そ
の
他
の
人
は
結
核
菌
が
冬
眠
状
態

で
体
に
留
ま
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
何
ら
か

の
免
疫
力
低
下
に
よ
り
潜
ん
で
い
た
結
核
菌

が
活
動
を
始
め
、
発
症
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く

み
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
に
新
た
に

結
核
に
か
か
っ
た
人
の
約
７
割
が
60
歳
以
上

で
、
そ
の
う
ち
80
歳
以
上
が
４
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
高
齢
者
に
多
い
の
は
か
つ
て
結
核

が
国
民
病
で
あ
っ
た
時
代
に
感
染
し
た
か
ら

と
思
わ
れ
ま
す
。

結
核
菌
は
主
に
肺
の
内
部
で
増
え
る
た

め
、
咳
や
た
ん
、
発
熱
、
呼
吸
困
難
等
風
邪

に
似
た
症
状
を
呈
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
は
自
覚
症
状
に
気
づ
き
に
く

く
受
診
が
遅
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
個
人

の
健
康
の
た
め
だ
け
で
な
く
周
囲
へ
の
感
染

を
防
ぐ
意
味
で
も
毎
年
検
診（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
）を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

紀
美
野
町
で
は
40
歳
以
上
の
方
に
無
料
で

肺
が
ん
検
診
と
し
て
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
は
結
核
検
診

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

費
用
の
一
定
割
合
を
利
用
者
の
方
に
ご
負
担

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
利
用
者

負
担
割
合
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
１
割
ま

た
は
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
は
２
割
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
８
月
１
日
か

ら
65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）
で

あ
っ
て
、
現
役
並
み
の
所
得
の
あ
る
方
に
は

費
用
の
３
割
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
に

は
、
毎
年
７
月
ま
た
は
要
介
護
認
定
を
受

け
た
際
に
負
担
割
合
証
を
交
付
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
３
割
負
担　

次
の
①
と
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方

①
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
２
２
０
万
円
以
上

②
同
一
世
帯
の
65
歳
以
上
の
方
（
本
人
含

む
）
の
「
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所

得
金
額
」
の
合
計
が
、
単
身
世
帯
の
場
合

で
３
４
０
万
円
以
上
、
２
人
以
上
の
世
帯

次
の
日
程
で
献
血
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
皆

さ
ま
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
９
月
５
日
（
水
）
実
施

・
Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
野
上
支
店　

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
15
分

■
９
月
19
日
（
水
）
実
施	

・
紀
美
野
町
役
場
美
里
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

・
紀
美
野
町
役
場
本
庁13

時
30
分
～
16
時
30
分

※
そ
の
日
の
健
康
状
態
や
服
薬
等
に
よ
り
、

献
血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

の
場
合
で
４
６
３
万
円
以
上
（
こ
の
金
額

未
満
の
場
合
、
２
割
ま
た
は
１
割
）

■
２
割
負
担　

次
の
①
と
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方

①
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以

上
２
２
０
万
円
未
満

②
同
一
世
帯
の
65
歳
以
上
の
方
（
本
人
含

む
）
の
「
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所

得
金
額
」
の
合
計
が
、
単
身
世
帯
の
場
合

で
２
８
０
万
円
以
上
、
２
人
以
上
の
世
帯

の
場
合
で
３
４
６
万
円
以
上
（
こ
の
金
額

未
満
の
場
合
、
１
割
）

■
１
割
負
担　

前
記
の
３
割
負
担
、
２
割
負

担
以
外
の
方

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

「
生
活
習
慣
病
」
が
重
要
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
は
、
食
生
活
や
運

動
習
慣
な
ど
日
常
の
生
活
と
深
く
関
連
し
て

お
り
、
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
に
、
運

動
習
慣
の
定
着
や
食
生
活
の
改
善
と
い
っ
た

健
康
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
、
定
期
的
な

健
康
診
査
受
診
に
よ
る
異
常
の
早
期
発
見
が

重
要
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
生
活
習
慣
病
の

特
性
や
運
動
・
食
事
・
禁
煙
な
ど
生
活
習
慣

の
改
善
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、　

今
よ
り
元
気
に
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
、
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
の
一
歩
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

か
ら
！
10
月
８
日
（
月
・
祝:

体
育
の
日
）

に
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
種
目
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
回
覧
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

も
兼
ね
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
保
健
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
症
状
に
要
注
意

●
た
ん
の
か
ら
む
咳
が
２
週
間
以
上
続

い
て
い
る
。

●
微
熱
や
体
の
だ
る
さ
が
２
週
間
以
上

続
い
て
い
る
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

９
月
24
日
～
30
日
は
結
核
予
防
週
間
で
す

80
歳
以
上
の
結
核
発
症
が

増
え
て
い
ま
す
！

介
護
保
険
利
用
者
負
担
割
合
の
見
直

し
に
つ
い
て

献
血
の
お
知
ら
せ

９
月
１
日
～
30
日
は

健
康
増
進
普
及
月
間
で
す

　

１
に
運
動　

２
に
食
事　

　
　
　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ

　
　
　
　
　
　
　

～
健
康
寿
命
の
延
伸
～
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介
護
保
険
に
お
け
る
福
祉
用
具
貸
与
費
の

全
国
平
均
価
格
と
貸
与
価
格
の
上
限
が
、
厚

生
労
働
省
よ
り
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
平
成
30
年
10
月
の
貸
与
分
以
降
、
商

品
ご
と
の
貸
与
価
格
の
上
限
を
超
え
て
貸
与

を
受
け
た
場
合
は
、
保
険
給
付
で
き
な
い
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

基
本
的
に
は
、
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
が

商
品
の
特
徴
や
貸
与
価
格
に
加
え
、
当
該
商

品
の
全
国
平
均
貸
与
価
格
を
利
用
者
に
説
明

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
表
さ
れ
た
価
格
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

（h
ttp

s://w
w
w
.m

h
lw

.g
o
.jp

/stf/
seisakunitsuite/bunya/0000212398.
htm

l

）
詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

 

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

平
成
29
年
に
お
け
る
自
殺
者
数
は
、
厚
労

省
の
地
域
に
お
け
る
自
殺
の
基
礎
資
料
に
よ

る
と
、
全
国
２
１
，
３
２
１
人
（
人
口
10
万

対
16
・
７
）
、
和
歌
山
県
２
０
１
人
（
人
口

10
万
対
20
・
４
）
で
、
毎
年
多
く
の
人
が
自

ら
命
を
絶
た
れ
て
い
ま
す
。

自
殺
の
要
因
は
一
つ
で
は
な
く
、
社
会
構

造
・
経
済
的
要
因
等
が
か
ら
み
あ
っ
た
複
雑

な
問
題
が
背
景
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。自

殺
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
自
分
や
周
囲

の
心
の
健
康
・
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
あ
な
た
に
も
で
き
る
自
殺
予
防
の
た
め
の

行
動

【
気
づ
き
】
変
化
に
気
づ
い
て
声
を
か
け
る

【
傾
聴
】
気
持
ち
を
尊
重
し
て
耳
を
傾
け
る

【
つ
な
ぎ
】
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

う
に
促
す

【
見
守
り
】
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
じ
っ

く
り
と
見
守
る

■
相
談
専
用
電
話　

「
は
あ
と
ラ
イ
ン
」

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
方
や
、
大
切

な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
の
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
電
話
番
号
は
次
の
通

り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

℡ 

０
７
３
‐
４
２
４
‐
１
７
０
０

（
平
日
の
９
時
～
17
時
45
分
）

　

和
歌
山
県
ビ
ッ
グ
愛
２
階

（
和
歌
山
市
手
平
２
丁
目
１
番
地
２
）

和
歌
山
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

「
自
殺
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー
」

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
提
供
や
権
利
擁
護
の
た
め
の
援
助
な
ど

を
行
い
ま
す
。
巡
回
相
談
は
、
原
則
予
約
制

と
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
事
業
所
に
ご
連
絡

い
た
だ
く
か
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
巡
回
相
談
日
以
外
で

も
電
話
相
談
は
随
時
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

予
約
先
事
業
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

９
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
巡
回
相
談
予
約
先
・
相
談
窓
口

・
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

指
定
相
談
支
援
事
業
所

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
９
０
８

・
療
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｏ
Ｉ

℡ 
０
７
３
‐
４
８
３
‐
０
４
５
４

・
海
草
圏
域
障
害
児
者
相
談
支
援
事
業
所
ら
ん

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
６
３
１
４

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事 業 名 対象・内容等 日時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

９月10日（月）

９ 時 30 分～ 10 時 30 分 ( 受付 )
エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（腸内細菌検査）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受け取り
にお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望される方には、精神科医師
が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

９月12日（水）　
９月26日（水）　

13 時 30 分～
骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行います。
（予約制）

９月10日（月）　　　　　　
10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡０７３‐４８２‐０６００

介
護
保
険
・
福
祉
用
具
の
全
国
平
均

貸
与
価
格
及
び
貸
与
価
格
の
上
限
の

公
表
に
つ
い
て

９
月
10
日
（
月
）
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー

９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
で

す

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

■
展
示
会

【
一
般
】
中
央
公
民
館

【
児
童
・
生
徒
】
文
化
セ
ン
タ
ー

〇
11
月
３
日
・
４
日

　

９
時
～
17
時

〇
11
月
５
日

　

９
時
～
16
時

（
出
品
内
容
）
一
人
２
点
ま
で

・
洋
画　

15
号
ま
で

・
日
本
画　

10
号
前
後

・
写
真　

半
切
、
全
紙

・
書
道　

条
幅
（
床
掛
軸
以
内
、

屏
風
つ
い
た
て
不
可
）
10
号
ま

で
は
ガ
ラ
ス
額
縁
可

・
そ
の
他　

工
作
、
手
芸
類

※
大
き
い
作
品
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

〇
申
し
込
み

　

９
月
20
日
（
木
）
ま
で

■
児
童
生
徒
発
表
会

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
11
月
３
日

　

12
時
30
分
～
15
時
30
分
頃

■
芸
能
大
会

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
11
月
４
日

　

９
時
30
分
～
15
時
30
分
頃

〇
申
し
込
み

　

９
月
20
日
（
木
）
ま
で

■
茶
席

（
中
央
公
民
館
）

○
11
月
３
日
・
４
日
・
５
日 

10
時
～
15
時

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
11
月
４
日

10
時
～
15
時

（
お
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

ア
ロ
ー
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

～
Ｓ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｓ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｓ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
～

■
日
時　

９
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

18
時
～
（
30
分
前
開
場
）

■
場
所　
文
化
セ
ン
タ
ー
み
さ
と
ホ
ー
ル

■
出
演　
ア
ロ
ー
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

ゲ
ス
ト
：
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｏ（
ボ
ー
カ
ル
）

■
演
奏
予
定
曲
目　

「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」

「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
セ
レ
ナ
ー
デ
」

「
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
」　

他

※
一
部
野
上
中
学
校
吹
奏
楽
部
と

コ
ラ
ボ
演
奏
あ
り

※
曲
目
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
入
場
料
（
全
席
指
定
）

　

Ａ
席　

３
，
０
０
０
円

　

Ｂ
席　

２
，
０
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

※
販
売
場
所
に
よ
り
、
取
扱
の
座

種
・
座
席
位
置
が
異
な
り
ま
す

の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
し

て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

■
日
時　

10
月
８
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

９
時
～
13
時
頃

■
種
目

【
ス
ポ
ー
ツ
公
園
】

・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

・
秋
に
走
ろ
う
会

・
ペ
タ
ン
ク

・
ヨ
ガ

【
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
】

・
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

【
健
康
ロ
ー
ド
】

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
参
加
資
格

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て

い
る
小
学
生
以
上
の
方
ま
た

は
、
町
社
会
登
録
団
体
に
加
盟

し
て
い
る
団
体
の
構
成
員

■
申
し
込
み

９
月
21
日（
金
）ま
で
に
、生
涯
学

習
室
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
申
し
込
み
は
、

保
健
福
祉
課
ま
で

（
℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０
）

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
・
中

央
公
民
館
・
ス
ポ
ー
ツ
公
園
・

農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

て
い
る
開
催
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

　
　
　
　
　
　
　

保
健
福
祉
課

■
日
時

11
月
11
日
（
日
）
８
時
30
分
～

開
始
式
（
芝
生
広
場
）

※
予
備
日
11
月
12
日
（
月
）

■
申
込
期
間

９
月
３
日（
月
）～
９
月
28
日（
金
）

■
場
所　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

（
傷
害
保
険
・
会
場
使
用
料
含
む
）

■
申
し
込
み

申
し
込
み
期
間
内
に
参
加
申
込

書
へ
記
入
の
上
、
参
加
費
を
添

え
て
生
涯
学
習
室
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

東
西
南
北
コ
ー
ス
（
36
ホ
ー
ル

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
）

荒
天
延
期
（
態
度
決
定
６
時
）

※
申
し
込
み
期
間
中
の
キ
ャ
ン
セ

ル
に
つ
い
て
は
返
金
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
間
外
及
び
予
備
日

へ
の
変
更
で
の
返
金
は
致
し
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

・
第
48
回
町
民
大
学
講
座

第
13
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
参
加
者
募
集
‼

紀
美
野
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ「
秋
」大
会

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
募
集
！

第
13
回
紀
美
野
町
文
化
祭　

出
品
・
出
演
募
集

11
月
３
日
（
土
・
祝
）
４
日
（
日
）
５
日
（
月
）
中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

教育委員会
　教育課
　　生涯学習室

℡ 073‐489‐5915

　　青少年センター
℡ 073‐489‐5909

文化センター
℡ 073‐495‐9055

中央公民館
℡ 073‐489‐2877

小川地区公民館
℡ 073‐489‐4511

志賀野地区公民館
℡ 073‐489‐5145

自然体験世代交流センター
℡ 073‐495‐3127

みさと天文台
℡ 073‐498‐0305

スポーツ公園管理棟
℡ 073‐489‐5368



2018.911

○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

５
日　

切
り
絵
あ
そ
び

12
日　

敬
老
の
日
に
む
け
て

19
日　

月
見
団
子
作
り

26
日　

カ
プ
ラ
を
し
よ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

５
日　

お
は
な
し
会

12
日　

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
に
手
紙
を
書
こ
う

19
日　

ら
く
ご
会

26
日　

カ
プ
ラ
を
し
よ
う

12
月
16
日
（
日
）
９
時
～
12

時
に
、
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺

で
「
第
13
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
県
内
外
か
ら
大
勢
の
方
が

来
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
各
種

案
内
、
安
全
管
理
な
ど
、
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
生
涯
学

習
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

東　
　

柚
友
（
小
川
小
３
年
）

【
２
０
０
冊
】

　

南　
　

奈
那
（
下
小
５
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
凶
犬
の
眼
」

柚
月
裕
子　

著

「
お
か
あ
ち
ゃ
ん
が
お
こ
る
わ
け
」

も
り
ま
さ
よ　

絵

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
『
座
り
す
ぎ
』
が
寿
命
を
縮
め
る
」

岡
浩
一
朗　

著

「
の
の
は
な
通
信
」三

浦
し
を
ん　

著

「
オ
ニ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン　

し
ゅ
っ
ち
ょ
う
は
つ
ら
い
よ
」

富
安
陽
子　

作

訂
正
と
お
詫
び

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
８
月
号
11

頁
の
図
書
室
だ
よ
り
～
た
く
さ

ん
読
ん
だ
よ
～
に
お
い
て
、
吉

田
実
愛
さ
ん
の
学
校
名
が
「
智

辯
中
３
年
」
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
「
野
上
小
１
年
」
の
誤
り

で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

歌　

の　

小　

道

苦
よ
り
解
か
れ
今
う
す
化
粧
花
の
中

　
　
　
　
　

頬ほ

に
手
を
や
れ
ば
つ
め
た
く
哀
し　
　
　
　

梶
谷　

美
瑳
子

久
び
さ
に
わ
が
家
の
味
の
食
卓
に

　
　
　
　
　

座
し
て
ひ
と
と
き
纏ま

と

う
幸
せ　
　
　
　
　
　

横
出　
　

圭
子

そ
び
え
立
つ
木
々
の
間

は
ざ
ま

に
た
た
ず
め
ば

　
　
　
　
　

川
の
水
音
鳥
の
鳴
き
声　
　
　
　
　
　
　
　

奥　
　

ふ
み
代

む
し
む
し
と
昼
間
の
熱
気
こ
も
る
部
屋

　
　
　
　
　

出い

で
て
夜
空
の
星
座
を
あ
お
ぐ　
　
　
　
　

西
佐
古　

祐
子

朝
な
さ
な
鏡
の
女ひ

と

に
「
ま
あ
い
い
か
」

　
　
　
　
　

笑
顔
の
キ
ッ
プ
に
一ひ

と
ひ日

始
ま
る　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

雑
賀
崎
山
の
中
腹
一い

ち

仏
像

　
　
　
　
　

市
民
見
守
り
安
全
祈
る　
　
　
　
　
　
　
　

森
下　
　

玉
子

も
う
三
日
会
話
な
け
れ
ば
庭
に
来
る

　
　
　
　
　

鳥
に
も
声
か
け
し
ば
し
楽
し
む　
　
　
　
　

上
中
前　

澄
子

絵
手
紙
に
描か

か
れ
た
ツ
バ
メ
は
し
ゃ
ぎ
出
て

　
　
　
　
　

文ふ
づ
き月

の
空
を
低
空
飛
行　
　
　
　
　
　
　
　

寺
岡　
　

幸
子

月つ
き
か
げ光
を
た
よ
り
に
花
に
水
や
れ
ば

　
　
　
　
　

吸
い
込
む
音
が
聞
え
て
き
そ
う　
　
　
　
　

中
浴　
　

昭
江

余
り
に
も
草
の
根
深
き
大
暑
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
根　
　

利
子

民
宿
の
好
意
に
乗
り
し
舟
遊
び　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間　
　

文
鳥

不
可
思
議
と
い
ふ
数
の
あ
り
夏
期
講
座　
　
　
　
　
　
　

田
代　
　

哲
郎

一
年
の
時
の
溶
け
込
む
梅
酒
飲
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

貴
子

砂
払
ふ
水
平
線
に
雲
の
峰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

夕
顔
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
音
決
ま
り　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　

和
代

ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
て
始
ま
る
夏
期
講
座　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

惇
子

鰻
の
日
父
の
夜
振
り
を
思
ひ
出
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野　
　

昭
子

一
日
の
疲
れ
に
赤
き
夏
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上　

ひ
と
み

水
着
着
て
ビ
ニ
ル
プ
ー
ル
の
若
き
母　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　
　
　

廣

無
知
の
知
を
教
へ
ら
れ
た
る
夏
期
講
座　
　
　
　
　
　
　

中
島　
　

紀
生

①
す
ご
い
天
の
川
が
見
え
る
カ
フ
ェ

■
日
時　

９
月
１
日（
土
）、８
日（
土
）

夜
の
観
望
会

（
１
回
目
）19
時
30
分
～
20
時
30
分

（
２
回
目
）20
時
30
分
～
21
時
30
分

②
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
の
土
星
が

見
え
る
カ
フ
ェ

■
日
時　

９
月
15
日（
土
）、16
日（
日
）、

22
日（
土
）、23
日（
日
）

夜
の
観
望
会　

（
１
回
目
）19
時
30
分
～
20
時
30
分

（
２
回
目
）20
時
30
分
～
21
時
30
分

③
中
秋
の
名
月
が
撮
れ
る
カ
フ
ェ

■
日
時　

９
月
24
日
（
月
）

夜
の
観
望
会

　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

■
内
容　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
望
遠
鏡
で
見
え
る
月
面

を
撮
影
で
き
ま
す
。

④
天
の
川
と
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
が

見
え
る
カ
フ
ェ

■
日
時　

９
月
29
日
（
土
）

夜
の
観
望
会

（
１
回
目
）19
時
30
分
～
20
時
30
分

（
２
回
目
）20
時
30
分
～
21
時
30
分

※
右
記
の
イ
ベ
ン
ト
は
す
べ
て
観

望
会
参
加
料
２
０
０
円
、
事
前

申
し
込
み
不
要
。

　

カ
フ
ェ
営
業　

18
時
〜
22
時
頃

■
問
い
合
わ
せ
・
開
催
場
所　

み
さ
と
天
文
台

図
書
室
だ
よ
り

天
文
台
イ
ベ
ン
ト

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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一
方
、
草
夫
は
牧
水
が
予
定
の
日
が
過

ぎ
て
も
来
な
い
の
で
行
く
先
で
も
変
更
し

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い

ま
し
た
し
、
牧
水
は
牧
水
で
紀
行
文
に
あ

り
ま
し
た
通
り
、
「
こ
れ
か
ら
出
か
け
て

若
し
友
人
が
留
守
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

と
も
思
わ
れ
だ
し
た
。
私
が
彼
を
訪
問
す

る
筈
で
あ
っ
た
日
は
も
う
10
日
も
前
に
過

ぎ
て
い
る
」
の
一
文
か
ら
も
お
分
か
り
の

通
り
留
守
か
も
し
れ
な
い
と
気
に
し
て
い

た
の
で
す
ね
。

草
夫
が
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
５
月
29

日
夕
方
５
時
頃
、
牧
水
は
紀
伊
野
上
駅
で

降
り
て
、
野
上
の
山
河
を
眺
め
た
の
し
み

な
が
ら
動
木
へ
近
づ
い
て
き
ま
す
。
こ
ん

な
こ
と
と
は
つ
ゆ
知
ら
な
い
草
夫
は
、
家

か
ら
少
し
離
れ
た
畑
へ
仕
事
に
出
か
け
て

い
ま
し
た
。
牧
水
は
１
・
２
回
草
夫
宅
を

人
に
尋
ね
、
や
が
て
格
子
の
あ
る
古
い
た

た
ず
ま
い
の
玄
関
の
戸
を
手
に
し
ま
す
。

草
夫
の
母
は
「
き
た
な
い
服
装
」
だ
っ
た

と
後
で
人
に
語
っ
た
そ
う
で
す
が
無
理
も

あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
を
出
て
す
で
に
20
日
経
っ
て
い

ま
し
た
か
ら
。
母
は
急
い
で
畑
仕
事
を
し

て
い
る
我
が
子
を
呼
び
に
来
ま
す
。
草
夫

は
少
し
古
め
か
し
い
表
現
を
使
う
な
ら

欣き
ん
き
じ
ゃ
く
や
く

喜
雀
躍
大
急
ぎ
で
自
宅
へ
戻
り
ま
す
。

初
対
面
で
す
が
草
夫
の
表
現
を
借
り
る

な
ら
ば
10
年
の
知
己
の
よ
う
に
「
お
お
」

と
言
っ
た
の
が
最
初
の
言
葉
で
し
た
。

「
他
人
め
い
た
と
こ
ろ
が
な
く
何
と
も
言

え
な
い
く
ら
い
に
親
し
み
の
持
て
る
感

じ
」
と
は
草
夫
が
か
つ
て
語
っ
た
牧
水
の

第
一
印
象
で
す
。
そ
の
日
、
夜
の
更
け
る

の
も
忘
れ
て
酒
を
く
み
交
わ
し
、
酔
い
が

廻
っ
て
く
る
と
美
し
い
声
で
詩
を
口
ず
さ

ん
だ
そ
う
で
、
と
て
も
朗
詠
が
巧
み
で
し

た
。「

白
玉
の
歯
に
し
み
通
る
秋
の
夜
の

酒
は
静
か
に
飲
む
ベ
か
り
け
り
」
秋
の
夜

の
一
人
酒
も
牧
水
の
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
こ

う
し
て
漂
泊
の
初
夏
の
夜
、
弟
子
と
共
に

飲
む
酒
も
又
、
安
堵
と
喜
び
の
ひ
と
と
き

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
草
夫
は
か
つ
て
大
成

高
校
図
書
館
報
に
牧
水
の
思
い
出
を
述
べ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
節
に
「
先
生
は
性

来
、
純
真
で
素
朴
で
、
ま
こ
と
に
円
満

な
、
玲れ

い
ろ
う
だ
ま

瓏
玉
の
よ
う
な
人
柄
で
あ
っ
た
。

誰
か
ら
も
慈
父
の
ご
と
く
慕
わ
れ
た
の
も

尤
も
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
私
は
若
く

し
て
先
生
に
師
事
し
得
た
こ
と
が
、
全
く

生
涯
の
倖
せ
で
あ
っ
た
。
年
が
た
つ
に

つ
れ
て
先
生
の
偉
大
な
風
格
が
偲
ば
れ

る
。
」
と
述
懐
し
て
い
ま
す
。

翌
日
、
草
夫
は
こ
の
尊
敬
し
て
や
ま
な

他
の
大
会
等
に
よ
り
順
延
さ
れ
て

い
た
春
季
大
会
が
、
７
月
29
日
農
村

総
合
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
暑
い
中
で
し

た
が
、
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
上
位
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
括
弧
内

は
打
数
で
す
。
（
敬
称
略
）

■
男
子
の
部

優　

勝　

南
條　

俊
樹（
65
）毛
原
宮

準
優
勝　

笹
岡　
　

導（
70
）和
歌
山
市

３　

位　

吉
田　

穎
弘（
77
）毛
原
中

■
女
子
の
部

優　

勝　

福
岡　

規
子（
76
）毛
原
中

準
優
勝　

岩
﨑　

美
穂（
79
）和
歌
山
市

３　

位　

中
世
弥
恵
子（
80
）和
歌
山
市

い
牧
水
先
生
を
連
れ
て
動
木
周
辺
を
逍
し
ょ
う
よ
う遙

し
ま
す
。
ま
ず
川
を
見
に
行
く
た
め
の
今

の
大
成
校
舎
の
正
門
付
近
に
あ
っ
た
段
々

畑
の
畔
道
を
西
へ
下
り
て
行
き
ま
す
。
降

り
終
っ
た
あ
た
り
の
川
幅
が
数
ｍ
だ
け
狭

く
な
っ
て
い
て
、
そ
の
上
、
昔
は
川
底
が

そ
の
場
所
で
傾
斜
し
て
い
ま
し
た
の
で
流

れ
が
激
し
く
落
ち
込
ん
で
、
激げ

き
た
ん湍
岩
を
噛

む
状
態
で
し
た
。

余
談
で
す
が
、
川
の
流
れ
が
激
し
く
音

を
立
て
て
「
と
ど
ろ
い
」
て
い
ま
し
た
の

で
、
動
詞
「
轟
く
」
の
連
用
形
が
名
詞
に

な
っ
て
「
と
ど
ろ
き
＝
轟
」
と
動
木
の
地

名
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
轟
く
川
が
牧

水
の
心
を
魅
了
し
ま
し
た
。
実
は
牧
水
の

故
郷
に
あ
ま
り
に
も
似
通
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
牧
水
の
故
郷
宮
崎
県
東
郷
町
坪
谷

の
生
家
付
近
は
こ
こ
野
上
谷
よ
り
も
も
っ

と
山
が
深
く
、
平
地
が
狭
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
の
一
番
低
い
と
こ
ろ
を
幅
10
ｍ
足

ら
ず
の
細
い
川
が
谷
を
縫
う
よ
う
に
し
て

蛇
行
し
て
流
れ
、
山
が
両
側
か
ら
迫
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
な
つ
か
し
い
山
河
を
想
起

さ
せ
る
の
が
今
ご
説
明
し
ま
し
た
轟
の
川

で
あ
り
ま
し
た
。
岩
の
上
に
腰
を
お
ろ
し

暫
く
清
流
を
眺
め
て
動
こ
う
と
し
な
か
っ

た
牧
水
は
心
の
中
で
故
郷
の
川
と
イ
メ
ー

ジ
を
だ
ぶ
ら
せ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
牧
水
の
自
然
を
歌
っ
た
歌
の
美
し
さ

は
故
郷
の
山
川
の
美
し
さ
と
四
季
折
々
の

変
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
幼
少
の
頃
か
ら
味

わ
い
豊
か
な
感
性
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
結

果
と
し
て
の
自
然
発
生
的
な
調
べ
を
奏
で

た
美
し
い
も
の
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。
で
す
か
ら
牧
水
の
歌
か
ら
は
心
洗

わ
れ
る
よ
う
な
す
が
す
が
し
さ
を
感
じ
ま

す
。

（
野
上
を
訪
れ
た
若
山
牧
水
よ
り
）

３
話
に
続
く

８
月
６
・
７
・
８
日
の
３
日
間
、

星
空
案
内
付
き
の
観
望
会
『
夏
の
夜

空
を
見
上
げ
る
と
！
』
を
開
催
し
ま

し
た
。　

土
星
や
金
星
、
天
の
川
を
、
の
べ

91
名
の
参
加
者
と
共
に
天
体
望
遠
鏡

や
双
眼
鏡
で
楽
し
み
ま
し
た
。
近
隣

で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
公
民

館
で
の
星
空
イ
ベ
ン
ト
、
次
回
を
ご

期
待
く
だ

さ
い
！

（
協
力
：

み
さ
と
天

文
台
、
天

文
台
友
の

会
）― わが町サークル ―

「 草 木 染 の 会 」
私たちのサークルは月１回、中央公民館の工芸

美術室にて草木染めをしています。まだ昨年から
始めたばかりの新米サークルです。会員は10人
です。今まで藍の生葉染め、ビワの葉染め、柿渋
染め、クチナシの実染めなどをしてきました。今
回の写真は藍の生葉染めの準備しているところで
す。去年にひき続き今年も7月22日に藍の生葉染め
をしました。生葉で染めるのは夏季限定です。朝
刈り取った藍の葉を持ち帰り、一枚一枚を茎から
はずし水洗いをして準備しました。この生葉染め
は絹のみに染色できます。きれいな色に染めあが
りました。興味のある方は見に来てください。ご
一緒に始めてみませんか。
■活 動 日　毎月第４日曜日　９時30分～12時30分
■活動場所　中央公民館　工芸美術室

左から男子 3位、男子準優勝、男子優勝、女子優勝、女子準優勝、女子 3位

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　

 

そ
の
百
四
十
五

野
上
を
訪
れ
た
若
山
牧
水（
第
２
話
）

第
22
回
和
歌
山
県
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

春
季
大
会
結
果

志
賀
野
地
区
公
民
館
イ
ベ
ン
ト
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  学校だより
　『校外キャンプ』

紀美野町立小川小学校

本校は、今年は校外キャンプの年となります。８月
６日～７日の２日間、４・５・６年生の７人が、「紀
北青少年の家」で１泊２日のキャンプを楽しみました。
今回の日程は、社会見学と宿泊体験の二本立て。社会
見学は道の駅「青州の里」と「丹生都比売神社」に足
を伸ばしました。まず、「華岡青洲顕彰記念公園と遺物」
を見学し、子どもたちは、先人の足跡をたどることが
でき、華岡青洲が作った「通仙散」のことだけでなく、
青洲の地道な歩みと周りの人の献身的な支えを感じま
した。また「丹生都比売神社」では、５年生が調べ学
習として取り組んだ「丹生狩場神社」との繋がりが分
かるとともに、歴史の一端に触れ、神聖な空気を味わ
えました。

子どもたちの楽しみにしている宿泊体験です。キャ
ンプファイヤーでの楽しそうな表情がとても印象的で
した。グループで考えた出し物を力いっぱいに表現し、
みんなを楽しませようとする意気込みが感じられまし
た。熱い火の周りでも、思いっきり体を動かし、心か
らキャンプファイヤーを楽しみました。次の日の午前
中は、フィールドサーチを行いました。山あり谷あり
の道を、問題を探し出すため汗だくになりながら活動
する子どもたち。一つの目標に向け、グループのみん
なが心を一つにして活動していました。

子どもたちは、規律のある生活の中にも自由な楽し
みを見つけ、日頃の生活では見られない生き生きとし
た姿を見せてくれました。小さな学校ですが、この宿
泊体験で個々に強い絆が生まれ、楽しい学校作りの礎

になると強く感じました。

  天文台だより
　『火星大接近イベントで大行列』

研究員　硲間拓郎

最近、南東の空で明るい星がよく目につくようにな
りました。赤く輝いていることから、もしかして…と
思われた方もいるでしょう。

そうです、あれが火星です。
７月 31 日、天文台では火星大接近イベントを実施

しました。お天気にも恵まれ、329 人もの方に参加
していただき、カフェの夕食も売り切れと盛況のうち
に終了する事ができました。

火星の模様自体は火星表面の砂嵐のせいであまり見
えませんでしたが、時間と共に見え方が良くなり、極
冠（火星の北極、南極の白い所）は見る事ができました。

天文台ではイベント時に出店等を含め、協力してい
ただける方をいつでも募集しています。もしお力をお
貸しいただける方がいらっしゃいましたら、みさと天
文台友の会事務局（みさと天文台内）までご連絡くだ
さい。

７月 21 日に橋本市の向
むか

副
そい

緑地グラウンドにて第７
回紀北地区郵便局長旗野球大会が開催され、野上少年
野球クラブが見事３位入賞を果たしました。

野上少年野球クラブが３位入賞！
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紀
美
野
町
消
防
本
部
で
は
、
平
成
30
年
７

月
豪
雨
で
発
生
し
た
災
害
に
伴
い
、
緊
急
消

防
援
助
隊
和
歌
山
県
大
隊
の
一
員
と
し
て
、

７
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
、
第
１
次
か

ら
第
３
次
に
分
け
、
延
べ
12
人
の
職
員
を
広

島
県
へ
派
遣
し
、
広
島
市
安
芸
区
上
瀬
野
町

で
行
方
不
明
者
の
検
索
救
助
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

今
回
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

肺
血
栓
塞
栓
症
は
飛
行
機
に
よ
る
旅
行
中

に
発
症
し
や
す
い
事
が
知
ら
れ
、
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

長
時
間
座
っ
て
い
る
と
足
の
血
液
の
流
れ
が

悪
く
な
り
、
静
脈
の
中
に
血
の
塊
（
静
脈
血

栓
）
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
血

栓
は
歩
行
な
ど
を
き
っ
か
け
に
足
の
血
管
か

ら
離
れ
、
血
液
の
流
れ
に
乗
っ
て
肺
に
到
着

し
、
肺
の
動
脈
を
閉
塞
し
て
し
ま
う
疾
患
で

す
。主

な
症
状
に
呼
吸
困
難
、
胸
痛
、
動
悸
、

全
身
倦
怠
感
、
シ
ョ
ッ
ク
等
が
あ
り
、
時
に

は
死
亡
に
至
り
ま
す
。
予
防
策
に
は
十
分
な

水
分
を
摂
取
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
は
脱
水
を
招
く
こ
と
が

あ
る
為
、
控
え
る
よ
う
に
し
、
足
を
上
下
に

動
か
す
な
ど
適
度
な
運
動
を
行
い
血
液
の
流

れ
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　

■
申
し
込
み
期
限　

９
月
20
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

「エコノミークラス症候群」を予防するための足の運動
①足の指でグーをつくる

④つま先を引き上げる ⑤ひざを両手で抱え、
　足の力を抜いて足首を回す

⑥ふくらはぎを軽くもむ

②足の指をひらく ③足を上下につま先立ちをする

７月の消防の動き
●火災発生件数…0 件
【事故種別搬送人員】

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

管　 内 管 　外 合 　計

急 病 49 49

一 般 負 傷 11 11

交 通 事 故 ２ ２

そ の 他 ４ ４

合 計 ６６ 66

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
』

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
10
月
７
日(

日)

で
す
。

左から中前隊長、井上隊員、樋瀬隊員、久保隊員左から前部屋隊長、道浦隊員、舟底隊員、前久保隊員

左から柏原隊長 、西田隊員  、滑田隊員 、角谷隊員

緊
急
消
防
援
助
隊
を
派
遣

～
平
成
30
年
７
月
豪
雨
～

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群



2018.915

紀美野町の人口（ ）内は前月比 総人口　9,003人（－８） ［男4,155人（－６） 女4,848人（－2）］

【平成30年 7 月末現在】 世帯数　4,309世帯（－ 6）　面積　128.34㎢

7 月の人口の動き（平成30年 7 月 １ 日～31日）　転入17人　　転出16人　　出生 4人　　死亡13人

和
歌
山
地
方
法
務
局
で
は
、
次
の
と
お
り

休
日
相
談
所
を
開
設
し
、
法
務
局
職
員
に
加

え
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
及
び
公
証

人
が
、
無
料
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　
　

※
相
談
は
予
約
優
先
で
す
。

■
開
設
日
時

10
月
７
日
（
日
）
10
時
～
16
時

（
受
付
９
時
30
分
～
15
時
30
分
）

■
開
設
場
所　

和
歌
山
地
方
法
務
局

■
予
約
開
始　

９
月
18
日
（
火
）
～

■
相
談
内
容

土
地
・
建
物
の
相
続
や
売
買
、
土
地
の
分

筆
、
各
種
登
記
・
供
託
、
人
権
問
題
、
遺

言
書
作
成
、
任
意
後
見
契
約
等

■
問
い
合
わ
せ
（
予
約
先
）

和
歌
山
地
方
法
務
局
総
務
課

℡ 

０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
２

スマートフォンやタブレット等の無料アプリ「マ
チイロ」を使って広報きみのを読むことができま
す。ぜひご利用ください。
※利用時の通信料や回線使用料は利用者の負担とな

ります。
●「マチイロ」の主な機能

・ページめくり、拡大縮小なども簡単にできます。
・最新号が発行されると、アプリにお知らせが届

きます。

●「マチイロ」のダウンロード方法
スマートフォンやタブレットから「マチイロ」の
ホームページ（http://machiiro.town/）にアク
セスしアプリをダウンロードするか、 アプリのス
トアにて「マチイロ」と検索してダウンロードし
てください。

■問い合わせ
　総務課
　℡ ０７３‐４８９‐５９１２

広報きみのを「マチイロ」でも配信しています

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

３日（月） 11時 〜 犬・猫の飼い方講習会【９日（日）・23日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489‐6500

８日（土） 18時 〜 町民癒しのコンサート 文化センター 生涯学習室 489‐5915

13日（木）・25日（火） 移動町長室 美里支所 住民室 495‐3471

総務課 489‐5912

20日（木） 13時 〜 行政相談【15時まで】 中央公民館 総務課 489‐5912

美里支所 住民室 495‐3471

『防衛省・自衛隊からのお知らせ』
募 集 種 目 応 募 資 格 受付締切日

自衛官候補生(男女) 18歳以上27歳未満 随 時 受 付
防衛大学校学生(一般・前期)
防衛医科大学校医学科学生
防衛医科大学校看護学科学生

高卒(見込含)21歳未満 9月28日(金)

■問い合わせ　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　℡ ０７３７‐８２‐６６３１（Fax兼）

『
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
』の

開
設
に
つ
い
て

９月

紀美野町防災行政無線の放送内容を下記のフリーダイヤルで確認することができます。

防災行政無線電話対応システム　０１２０‐ ２４３０‐９９
フリーダイヤル
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２
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恒
例
の
き
み
の
夏
祭
り
が
８
月
15
日
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
木
の
温
も
り
広
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
町
内
外
か
ら
約
１
万
７
千
人
が
訪
れ
、
大

変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
ん
だ
り
、
盆
踊
り
で
は
会
場
中
央
に
設
け

ら
れ
た
や
ぐ
ら
の
周
り
を
「
き
み
の
音
頭
」
、

「
こ
れ
か
ら
音
頭
」
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
夜
店
も
あ
り
、
皆
さ
ん
お
盆
の
一

夜
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た

１
，
５
０
０
発
の
花
火
。
色
鮮
や
か
な
花
火
が

真
夏
の
夜
空
に
咲
き
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。

＝
き
み
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会
よ
り
＝

夏
祭
り
に
ご
協
力

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
何
の
事
故
も
な
く
好
評

の
内
に
終
了
で
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
協
力

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
海
南
警
察

署
、
紀
美
野
町
消
防
団
第
11
・
13
・
14
・
15
・

16
分
団
、
交
通
指
導
員
、
関
係
各
団
体
の
方
々

に
は
特
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月
８
日
、
な
が
み
ね
農
業
協
同
組
合
か
ら

五
色
台
広
域
施
設
組
合
に
車
椅
子
７
台
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
な
が
み
ね
農
業
協
同
組
合
は
、

五
色
台
広
域
施
設
組
合
の
指
定
金
融
機
関
と
し

て
長
年
の
関
係
が
あ
る
中
で
、
地
域
・
農
業
活

性
化
事
業
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革

並
び
に
Ｊ
Ａ
大
会
決
議
で
あ
る
「
農
業
者
の
所

得
増
大
」
、
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
、
「
地
域

の
活
性
化
」
の
完
遂
を
目
的
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
共

済
の
協
力
の
も
と
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
く

ら
し
や
営
農
へ
の
貢
献
に
よ
り
地
域
や
農
業
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
す
。

五
色
台
広
域
施
設
組
合
は
、
な
が
み
ね
農
業

協
同
組
合
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
寺
本
管
理
者

よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

車
椅
子
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

【
五
色
台
広
域
施
設
組
合
】

夜店が賑わう様子

盆踊りの様子

第
13
回 

き
み
の
夏
祭
り
盛
大
に
開
か
れ
る
!!

約
１
万
７
千
人
が
来
場

広　告


